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 プロジェクト活動 位置図 

出所：Google -地図データ（2013年） 
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第 1章 プロジェクトの概要 

1-1 基礎情報 

(1) 対象国 ケニア 

(2) プロジェクト名： 和文： アフリカ型イノベーション振興・JKUAT/PAU/AU ネットワ

ークプロジェクト 
英文： AFRICA-ai- JAPAN Project：African Union - african innovation 
- JKUAT and PAUSTI Network Project 

(3) 上位目標： アフリカにおいて科学技術イノベーション（STI）分野の産業人材が育

成される 
(4) プロジェクト目標： JKUAT/PAUSTI で STI を生みだす学生を輩出する 

(5) 成果： 成果 1： JKUAT/PAUSTI の STI 分野の研究環境が整備される 
成果 2： JKUAT/PAUSTI においてケニア及びアフリカに特徴的な STI

に繋がる活動（研究等）が実践される 
成果 3： JKUAT/PAUSTI の研究・実践活動及びその成果がアフリカ

内外の高等教育機関や産業界等に情報発信される 
(6) 実施期間： 2014 年 6 月-2020 年 6 月 

(7) 実施機関： 国立ジョモ・ケニヤッタ農工大学 Jomo Kenyatta University of 
Agriculture and Technology（JKUAT） 

(8) 

プロジェクトサイト 

PAU 基礎科学・技術・イノベーション学院 The Pan African 
University, Institute of Basic Sciences, Technology, and Innovation 
(PAUSTI) 
国立ジョモ・ケニヤッタ農工大学 Jomo Kenyatta University of 
Agriculture and Technology (JKUAT) 

(9) ターゲット グループ PAUSTI で教育を担う JKUAT の教員及び技官  

 

1-2 背景 

アフリカの多くの国において、産業発展や工業化は政策目標となっているが、科学技術イノベーション

（STI）分野を担う人材、予算、質を伴った実践の不足等により、それら政策実現は進んでおらず、加えてア

フリカにおいては、頭脳流出の問題が指摘されている。 

このような状況の下、アフリカ域内の社会開発を担う人材を養成・確保するためには域内の高等教育の強

化が重要なため、アフリカ連合委員会（以下、AUC）は、汎アフリカ大学（Pan African University、以下

PAU）構想を2008年に立ち上げた。PAUはアフリカを5つの地域（北部、西部、中部、東部、南部）に分け、

各地域に対象分野、ホスト国・ホスト大学・支援パートナー国（Lead Thematic Partner、以下LTP）を設け、

アフリカ大陸内で多国籍の修士・博士課程の学生を指導する大学院大学である。 

PAUの東部拠点として、ケニアをホスト国とし、「科学技術イノベーション（STI）」を対象分野とする

「PAU基礎科学・技術・イノベーション学院」（以下、PAUSTI）を、国立ジョモ・ケニヤッタ農工大学（以

下、JKUAT）キャンパス内に2012年10月に開講した。 

PAUSTIのホスト大学であるJKUATは、日本が1978年から2000年まで継続的な支援を行ってきた歴史があ

る。1981年に農学・工学分野の短期大学（カレッジ）として開講して以降、日本の支援により着実に成長

し、1988年にはケニヤッタ大学の分校（University College）として大学に昇格した。1994年には総合大学とな
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り、その後、親大学として4つのカレッジを大学に昇格（2013年2月）させるなどし、東部アフリカにおける

中心的な大学の一つに成長している。その一方で、同大学の現状は、大学運営・教育については十分な能

力・経験を有するものの、教員の異動により、質の高い教員が引き抜かれる傾向にあり、また、施設・機材

の老朽化が進んでいることなどから、イノベーション活性化に向けた研究活動の推進体制に課題を抱えてい

る。したがって、PAUSTIを運営管理するために、研究環境の整備・強化が必要とされた。 

日本政府は、AUからの要請に応じ、2013年1月にPAUSTIの支援パートナー国になり、AUCと2者間の覚書

を締結した。また、2014年1月には、PAUSTIへの協力に関し、AUC、日本政府及びケニア政府の3者間で覚書

が締結された。ケニア政府は、PAUSTIの持続的運営のため、JKUATとPAUSTIの研究環境の整備・強化を支

援する「アフリカ型イノベーション振興・JKUAT/PAU/AUネットワークプロジェクト」を我が国に要請し、2014

年6月からプロジェクトが開始された。 

2016年11月に「中間レビュー調査」が行われ、プロジェクト成果を高めるための提言1がなされた。また、

2018年11月に開催された第4回JCCにてプロジェクトの1年間の延長について関係者間で合意し、2019年1月に

延長が決定され、2020年6月に6年間のプロジェクトが終了となった。 

1-3 PDM とその変遷 

PDMは、第2回JCC（2016年11月開催）で承認されたバージョン1が最終版となっている。中間レビュー時

（2016年11月）に指標が最終合意され、PDM（指標）が設定され、同時期に開催された第2回JCCで新PDM

（バージョン1）が承認された。その後、更新はされていない。 

 

1-4 活動実施スケジュール 

PO も PDM 同様に第 2 回 JCC にて承認されたが、プロジェクト期間の 1 年間延長に伴い、新 PO（バージョ

ン 2）（改定版）が 2018 年 11 月から有効となった。バージョン 1 からの変更箇所は、プロジェクト期間

（当初計画のプロジェクト期間 2014 年 6 月～2019 年 6 月から一年間延長し、2020 年 6 月までに変更）、そ

の延長に伴う一部の活動（活動 1-3、1-5、1-6、1-7、1-8、2-2、2-8、2-9、2-10、2-11、2-12、3-1、3-2）計画

の変更であった。バージョン 2 に基づく活動実施実績については別添 Project Completion Report の Annex.1 

Plan of Operation（PO）で示すとおり。 

                                                        

1 （1）投入の効果的な活用による研究成果の発現、（2）早急なCeSEM の設立と活動開始、（3）研究成果の実践としての商業化・実用化の促進、（4）学

術雑誌への論文掲載の促進、（5）PAUSTI 棟の建設とiCMoB（Innovation Centre for Molecular Biology and Biochemistry）による研究活動の促進、

（6）PAUSTI の卓越した研究拠点（Center of Excellence：COE）としての機能強化、（7）STI の再整理・具体化、関係者間の認識共有、（8）学生育成の

具体的なイメージ明確化、（9）PDM の活用による外部者への理解促進、（10）報告書による進捗等の報告、（11）プロジェクト終了後の展開検討 
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第 2 章 投入実績 

2-1 概要 

日本側及びケニア側の投入実績に関する概要は、以下のとおりである。 

投入 概要 

日本側： 

a. 長期専門家 

b. 短期専門家 

c. 機材供与 

d. 研修員受入（本邦研
修） 

 
a. 長期専門家は合計で 6 名派遣された 
b. 短期専門家は、合計 58 名が派遣された 
c. 機材は合計 189,694,395Kshs.2分が供与され、施設整備として、iPIC（ものづ

くりセンター）、SAFARI（研究とイノベーションを目的とした小動物実験

ラボ）、ALB（農学部研究棟）のリノベーションが行なわれた 
d. 本邦研修が実施され合計 40 名が研修員として受入れられた（うち長期研修

員は 8 名、短期研修参加者は 32 名（延べ数）） 
ケニア側： 

a. カウンターパート 

b. 施設・設備、機材 

c. ローカルコスト負担 

a. タスクフォース及びその下部組織としてサブタスクフォースが配置された 
b. ローカルコストとして、プロジェクト年間係費（Departmental Annual 

Budget）として、年間約 250,000Kshs.が提供された 
c. 施設・設備として、JKUAT 構内 ELB（工学部教室棟）にプロジェクト事務

所（専門家執務室）兼会議室が提供された 

 
 

2-2 専門家派遣実績 

2-2-1 長期専門家 
当プロジェクトにおける長期専門家派遣実績（指導分野・派遣期間・専門家氏名・業務概要）は別紙１の

とおり。 

 

2-2-2 短期専門家 
6 年間のプロジェクト期間中に合計 58 名（延べ数）の短期専門家が派遣され、JKUAT/PAUSTI において

研究・技術指導やセミナーを実施した。年度毎の短期専門家派遣実績は別紙２のとおり。 

 

 

  

                                                        

2 1Khsh.＝1.01875 円（2020 年 6 月 JICA 統制レート） 
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2-3 研修員派遣実績 

2-3-1 長期研修 
 長期研修制度を通じて 8 名（1～8）の JKUAT 教員が博士号を取得した。加えて、文部科学省の奨学金を通

じた留学（下表のうち 9 の研修員）および E-JUST アフリカ留学生枠における E-JUST 工学系大学院への留学

（下表のうち 10・11 の研修員）については、当プロジェクト予算での留学ではないもののプロジェクトにて

側面支援を行ない、各大学へ留学し博士号を取得した。詳細は以下のとおり。 

  研修員名 本邦受入大学・研究科 サブ 
タスクフォース 

修了 
年度 

1 Dr. James Mutuku Mutua   鳥取大学大学院 
工学研究科 iPIC 2017 

2 Dr. Eunice Nduati  千葉大学大学院 
環境リモートセンシング研究センター iPIC 2018 

3 Dr. Geofrey Sing'ombe   
(Recommended by JICA) 

岡山大学大学院 
環境生命科学研究科 iCB 2018 

4 Dr. Teresia Aluoch Muhomah  
(Recommended by JICA) 

岡山大学大学院 
環境生命科学研究科 iCMoB 2018 

5 Dr. Annah Indeche 岡山大学大学院 
環境生命科学研究科 iCB 2019 

6 Dr. Bernard Owiti 鳥取大学大学院 
工学研究科 iPIC 2019 

7 Dr. Robert Nesta Kagali  長崎大学大学院 
水産・環境科学総合研究科 iCMoB 2019 

8 Dr. Justus Mutuku Maithya 九州大学工学府 iPIC 2019 

9 Dr. Martin Ruthandi Maina 岡山大学大学院 
自然科学研究科 iPIC 2019 

10 Dr. Njoka Francis Namu E-JUST Energy Resources Engineering iPIC 2019 

11 Dr. Ochieng Meshak Hawi E-JUST Energy Resources Engineering iPIC 2019 

 
日本での長期研修プログラムに参加し博士号を取得した長期研修員は、帰国後、JKUAT の教員職に復職し、

JKUAT の研究力の向上に貢献している。 

 

2-3-2 短期研修 
 当プロジェクト期間中に JKUAT の教員・技官計 29 名（延べ数）が本邦短期研修に参加した。各年度の参

加者、研修先及び研修内容は以下のとおり。 

【2014 年度】 
  研修員名(サブタスクフォース) 本邦受入大学・研究科 研修内容 

1 Mr. Daniel Omondi (iPIC) 

鳥取大学工学部 
ものづくり教育実践センター 

 ものづくり教育実践センター視察 
 同センターでの各種機材に係る実習 
 JKUAT に建設予定（現在は完成済み
の）ものづくりセンター（iPIC 
Building）設計計画策定 

 同センターでの活動計画に係る協議 

2 Mr. James Mutuku Mutua (iPIC) 
3 Prof. Bernard W. Ikua  (iPIC) 
4 Prof. Walter O. Oyawa  (iPIC) 
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【2015 年度】 

  研修員名(サブタスクフォー
ス) 研修先 研修内容 

1 Mr. Ben Maniafu (iPIC) 鳥取大学 
工学部・工学研究科 

 各種 NC 加工機械の実習 
 Digital Fabrication Machine 個別実習 

2 Mr. Patrick Kavagi (iCB) 
岡山大学農学部・ 
大学院環境生命科学
研究科 

 分子生物学･遺伝子工学関連機器類を用いた実験
技術の習得 

 各種実験機器の維持管理技術・システムの習得
等 

3 Mr. Paul Karanja (iCB) 帯広畜産大学 
食品科学研究部門 

 食品全般にわたる化学分析能力の習得 
 研究能力、問題発掘・解決能力の向上等 

4 Ms. Grace Wambui Kimani 
(iCMoB) 

岡山大学農学部・ 
大学院環境生命科学
研究科 

 分子生物学･遺伝子工学関連機器類を用いた実験
技術の習得 

 各種実験機器の維持管理技術・システムの習得 
5 Prof. Losenge Turoop (iCB) 

帯広畜産大学、 
岡山大学および 
東京農工大学 

 農学・理学系の各種イノベーション活動の視察 
 大学でのイノベーション活動の理解促進 
 （産業技術総合研究所、バイオ・ジャパンの視
察を通じた）産学連携に関する知見の収集等 

6 Dr. Daniel Sila (iCB) 
7 Prof. Naomi Maina (iCMoB) 
8 Dr. Peter Mwangi (iCMoB) 
9 Dr. Adrew Nyerere (iCMoB) 

10 Prof. Romanus Odhiambo 
Otieno (PD) 東京工業大学、 

京都大学および 
大阪大学 

 産学連携活動の視察 11 Prof. Martin Obanda (iPDeC) 
12 Eng. B.K. Kariuki (iPDeC) 
13 Dr. Thomas Ngigi 

千葉大学  リモートセンシング分野に関する知見強化 
 千葉大学リモートセンシングセンターの視察 14 Ms. Eunice Wanjiku Nduati 

15 Prof. Mabel Imbuga 日本機械輸出組合 
 研修先で開催された Japan Education Forum での
基調講演 

 同組合との今後の連携活動に係る協議 
 

 

【2016 年度】 
  研修員名(サブタスクフォース) 研修先 研修内容 

1 Ms.Mingate Rose Nyaboke (iCB) 帯広畜産大学  土壌診断技術の習得等 

2 Mr. Harrison Mutua (iPIC) 中部大学/JICA 中部  産業技術教育の教員研修カリキュラ
ムや教材の開発・改良等 

3 Dr. Margaret Oloko (iPDeC) 
豊橋技術科学大学  クラスター・アプローチによる地域

産業振興の知識習得等 4 Mr. Fredrick Otswongo (iPDeC) 

5 Mr.Daniel Omondi (iPIC) 
鳥取大学工学部 
ものづくり教育実践センタ
ー 

 音響・振動騒音に係る基礎技術及び
創造的活動の習得 

 解析技術・成果の発表 
 iPIC Building におけるものづくり活
動に係る協議 

6 Mr.Francis Kimuyu (iCB) 岡山大学農学部・ 
大学院環境生命科学研究科 

 植物バイオテクノロジーの基本操作
習得 

 遺伝子組み換え植物の作成技術の習
得 

 遺伝子組み換え植物の作成技術の習
得 

 組み換え遺伝子の発現解析 
 実験機器類・圃場の維持管理 

7 Ms.Jane Wacera Kiarie (iCMoB) 岡山大学資源植物科学研究
所 

 微生物学･遺伝子工学関連の基本的機
器類を用いた実験技術の習得 

 遺伝子工学関連実験機器類の維持管
理 
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  研修員名(サブタスクフォース) 研修先 研修内容 

8 Prof.Muliaro Wafula (iCMoB) 京都大学 
学術情報メディアセンター 

 メディアセンターに関する全体像の
理解 

 ビジュアライゼーションに関する基
礎理解・技術促進 

 

 

【2017 年度】 
  研修員名(サブタスクフォース) 研修先 研修内容 

1※ Mr. Gilbert Kipng’etich Bett (iPC) 
九州大学 
その他フィールド 

 地熱資源開発に関する知識と実践ス
キルを習得する 

 日本及びケニアの地熱資源開発に関
する近年の状況を把握する 

2※ Mr. Alvin Kiplpno Bett (iPC) 

3 Mr.Daniel Omondi (iPIC) 
鳥取大学工学部 
ものづくり教育実践センタ
ー 

 音響・振動騒音に係る基礎技術及び
創造的活動の習得 

 解析技術・成果の発表 
 iPIC Building におけるものづくり活
動に係る協議 

※1・2 の研修は課題別研修「地熱資源エンジニア」の上乗せとして、当プロジェクトの国別研修の枠組みで実施したも
の。 
 

 

【2018 年度】※ 
  研修員名(サブタスクフォース) 研修先 研修内容 

1 Mr. Njoka Francis Namu (iPC) 
東京工業大学 

 最新実験機材の知識と活用スキルの
習得 

 博士論文執筆に必要なデータ収集・
解析等 2 Mr. Ochieng Meshak Hawi (iPC) 

※2018 年度の国別研修は、エジプト日本科学技術大学（E-JUST）の博士課程に留学中の 2 名が同大学のプログラムの一
環である本邦研究短期滞在への派遣のために、当プロジェクトの国別研修の枠組みで実施したもの。 
 
 
 

【2019 年度】 
 プロジェクト予算の都合上、2019 年度は短期国別研修の派遣は行なわなかった。 
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2-4 供与機材実績 

 供与機材の支援額（年度およびサブタスクフォース等供与先）実績は以下のとおり。なお、詳細な機材の

リストについては別添 2 を参照されたい。 

（単位：Kshs.） 

年度 
供与先 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 合計 

iCB 2,000,000 841,600 22,113,819 1,095,150 7,940,800 6,885,267 20,921,000 61,797,636 

iPIC 0 8,000,000 64,434,901 0 905,060 6,254,501 0 79,594,462 

iCMoB 5,037,223 2,573,580 16,943,280 2,390,366 640,800 386,995 0 27,972,244 

DIPUIL 0 0 566,700 0 0 0 0 566,700 

iODaV 0 0 496,000 0 0 0 0 496,000 

Corporat

e 

0 0 3,005,300 0 0 0 0 3,005,300 

iCCATS 0 0 940,000 0 0 4,965,000 0 5,905,000 

Project 5,397,744 952,127 2,138,369 1,751,318 117,495 0 0 10,357,053 

合計 12,434,967 12,367,307 110,638,369 5,236,834 9,604,155 18,491,763 20,921,000 189,694,395 

 

2-5 在外事業強化費実績 

 在外事業強化費を活用して実施した中核的なプロジェクト活動は、JKUAT/PAUSTI教員・学生の教育・

研究能力向上を目的としたイノベーションリサーチ（公募型競争的研究費の支給）である。（イノベーショ

ンリサーチの採択件数や支給額の詳細については、成果2指標2を参照されたい。）加えて、施設・設備面の

強化は、小動物生体実験施設（SAFARI）や、ものづくりセンター（iPIC）、農学部棟（ALB）のリノベーシ

ョンを通じて行われた。これら研究環境整備に要した費用も在外事業強化費の大きな割合を占めている。各

年度の在外事業強化費実績額は以下のとおり。 

 

年度 実績額（円） 

2014 102,829,978   

2015 171,957,066     

2016 130,087,766 

2017 276,776,560   

2018 169,712,018   

2019 121,052,204   

2020 26,284,610   

合計 998,700,202 
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第 3章 プロジェクトの成果 

3-1 成果１: JKUAT/PAUSTI の STI 分野の研究環境が整備される 
【成果概要】 

研究用機材の調達は完了し、機材の修理に関しては体制が整備されつつある。8 名の若手研究者が長期
研修に参加し、教員・技官等合計 57 名が機材のメンテナンス（維持・管理や修理）の研修を受けた。 

指 標 成果（詳細） 
1.1 研究に必要な機材及び設備

が JKUAT / PAUSTI で調
達・修理される 

(1) 機材の調達 
プロジェクト開始前の協力準備調査にて JKUAT / PAUSTI の機材
インベントリーが行われリストが作成され、必要機材の要請がま
とめられ、この要請に基づいて機材供与が行われた。 

(2) 機材リストの作成 
上記（1）のとおり、協力準備調査で機材リストが作成され、本
プロジェクトでの供与機材や既存の機材の故障有無等について、
各サブタスクフォースや各学科によって随時同リストがアップデ
ートされた。2018 年以降、更に詳細な機材リストがまとめられて
いる。加えて、機材リストが CeSEM のデータベースとしてまと
められ、オンラインでアクセスできるデータベースが青木専門家
の支援により開発された。 

(3) 機材や施設のメンテナンス（維持管理・修理） 
研究環境の整備に不可欠な機材のメンテナンスに関して、2014

年のプロジェクト開始時より、学内での横断的な維持管理と修理
のシステム構築や組織作りの必要性が認識され、2014～15 年にか
けて機材のメンテナンスを行う組織体制作りの準備チームをつく
り、工学系・農学系機材の一部を試験的に修理しながら、新規購
入と修理費用の比較を行った。その結果、修理をした場合の、費
用軽減の比較優位性が明らかとなった。その後、プロジェクトや
タスクフォースで JKUAT に働きかけて 2018 年に CeSEM が正式
に JKUAT に承認・設立された。CeSEM のウェブサイトには、故
障機材のメンテナンス申請、対応状況の反映がなされるシステム
を青木専門家の支援により開発され、現在は運用に至っている。 

他方、修理に必要な予算の確保、専門知識や技術の習得および
専門スタッフの配置について未だに課題が残っており、次期プロ
ジェクトでの引き続きの対応が必要な状況にある。 

1.2 JKUAT / PAUSTI の 8 人の
若手研究者が日本での長期
研修プログラムに参加し博
士号を取得する 

長期研修員として本邦大学の博士課程に留学した若手教員は 8 名
全員、博士号を取得した。 

1.3 JKUAT / PAUSTI の少なく
とも 25 人のスタッフが、
機材の運用と保守に関する
研修に参加し、すべての参
加者が担当の機材の保守に
ついて 100％理解する 

日本での短期研修に参加したカウンターパートは 32 名であり、そ
のうち 7 名が機材メンテナンスに関する研修を受けた。帰国した研
修員は、研修で得た知識を JKUAT/PAUSTI の教職員等や学生へ広め
る役割を担っており、帰国後に各サブタスクフォースの定例会議
で、本邦研修の内容に関しセミナーを行い、情報共有を行ってい
る。短期研修の各年度の参加者数は次ページの下表のとおり。 

表-1 短期研修の実績 

年度 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計 
人数（人） 4 15 8 3 2 0 32 
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本邦における短期研修に加え、機材操作や維持に関する研修を青
木専門家（短期専門家）が 2018 年と 2019 年に行い、50 名（延べ人
数）が参加した。従って、合計 57 名が研修を受けたと言える。 

研修受講者の理解度は総じて高く、ほぼ全ての研修内容を理解し
たとの報告があった。他方、短期研修での理解度は、英語通訳の専
門知識の深度等に左右されるとの意見もあった。 

【評価判断】 
目標はほぼ達成したと判断する。オンラインでアクセスできる研究機材リストのデータベースが開発され、

JKUATの8名の若手研究者が本邦大学で博士号を取得し、目標を達成できた一方で、機材修理に必要な予算

の確保、専門知識や技術の習得および専門スタッフの配置については未だ課題が残っている。 
 

 

3-2 成果２: JKUAT/PAUSTI においてケニア及びアフリカに特徴的な STI に繋
がる活動（研究等）が実践される 

【成果概要】 
年次計画をイノベーションリサーチ応募に合わせサブタスクフォースを中心に更新し、中期計画は適宜改
定を行なった。また、イノベーションリサーチを通じてアフリカに特徴的な研究プロジェクトを 180 件
実施し、JKUAT/PAUSTI の若手教員 296 名（延べ人数）が同研究プロジェクトや日本人専門家による研
修等を通じて OJT（実地研修）を受講した。 

指 標 成果（詳細） 
2.1 イノベー

ションに
関する中
期計画及
び実施計
画が策定
され、毎
年更新さ
れる。 

（1）年次活動計画（イノベーションリサーチとプロジェクトの年次活動計画） 
イノベーションリサーチはプロジェクト活動の中核であり、会計年度ごとの研究活動

となるため、イノベーションリサーチのプロポーザルを年次の活動計画として位置づけ
た。また、同プロポーザルは、サブタスクフォース毎に次年度の研究計画としてまとめ
られるため、サブタスクフォース毎の年次研究計画かつ活動計画の一部にもなり、毎年
更新されたと言える。 

（2）中期計画 
 中期計画の内容は、サブタスクフォース毎の「Key Thematic Research Areas」を柱とす
る研究計画とプロジェクトの PO で構成しており、適宜更新を行なった。 

表-2 各サブタスクフォースの Key Thematic Research Areas 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

iPIC iCMoB 
1. Environment and Infrastructure 
2. Sustainable TransportVehicles and Systems 
3. Agricultural and Industrial Machineries 
4. Manufacturing Processes 

1. Drug and Disease Control 
2. Biodiversity and Conservation 
3. Food Security and Value Addition 

iCB iPDeC 
1. Food Security and Value Addition 
2. Bio-diversity and Conservation 
3. Animal Health and Production 
4. Bio-resources and Waste Management 

1. machinery Development 
2. Drug and disease control 
3. Food security 
4. Value addition 

iODaV (Changed to iCCATS since July, 2019) 
1.Open Research Data-based Innovation 
2. Data Analytics 
3. Data, Info & Scientific Visualization 
4. Smart Learning Think Board S/W 
5. Open Data Principles, Stds & JORD 
6. Reuse of Research Data 
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2.2 アフリカ
で特徴的
な 10 の
研究プロ
ジェクト
が毎年選
択され、
JKUAT / 
PAUSTI
の研究者
を対象と
した公開
競争（コ
ンテス
ト）を通
じて選定
され実践
される。 

各年度のイノベーションリサーチへの応募数と採択件数は、次ページの表 3.1 および
3.2 のとおりで応募総数は 522 件、採択件数は 180 件、また支給総額は表 4 のとおりで
総額 Kshs. 83,268,702 であった。 

 

 

表-3.1 イノベーションリサーチの応募数と実施件数（2014～2016年） 
（単位：件） 

サブタスク
フォース 

2014 2015 2016 
応募 採択 応募 採択 応募 採択 

iPIC 7 7 21 16 14 8 
iCB 7 7 17 9 24 8 

iCMoB 6 6 24 13 53 22 
合計 20 20 62 38 91 38 

 

表-3.2 イノベーションリサーチの応募数と実施件数（2017～2019年） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：件） 
サブタスク
フォース 

2017 2018 2019 
応募 採択 応募 採択 応募 採択 

iPIC 26 10 27 7 0 0 
iCB 80 10 25 7 0 0 

iCMoB 59 23 72 7 0 0 
iODaV 23 8 19 4 0 0 

iCCATS - - - - - - 
分野横断 4 4 6 2 47 2 

合計 192 55 149 27 47 2 
総計 561 180     
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2019 年度は予算および専門家配置の関係上、学際融合的な大型研究プロジェクトに主眼
を置いたためにそれまでの年度と比較すると採択件数が少なかった。また、各年度の各
サブタスクフォースの応募・採択件数及び支給総額の詳細は下表のとおり。 

 

表-4 イノベーションリサーチの応募・支給件数と支給額（単位：KSh） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

年度 サブタスクフォース 応募 採択 支給総額 

2014 

iPIC 7 7 1,762,500 
iCB 7 7 1,500,000 
iCMoB 6 6 1,500,000 
iODav    
Interdisciplinary    
年度合計 20 20 4,762,500  

2015 

iPIC 21 16 6,980,000 
iCB 17 9 6,000,000 
iCMoB 24 13 6,003,702 
iODav    
Interdisciplinary    
年度合計 62 38 18,983,702  

2016 

iPIC 14 8 5,950,000 
iCB 24 8 5,950,000 
iCMoB 53 22 6,000,000 
iODav    
Interdisciplinary    
年度合計 91 38 17,900,000  

年度 サブタスクフォース 応募 採択 支給総額 

2017 

iPIC 26 10 4,277,500 
iCB 80 10 4,100,000 
iCMoB 59 23 5,050,000 
iODav 23 8 4,000,000  
Interdisciplinary 4 4 2,100,000  
年度合計 192 55 19,527,500  

2018 

iPIC 27 7 3,785,000 
iCB 25 7 3,800,000 
iCMoB 72 7 4,710,000 
iODav 19 4 2,100,000  
Interdisciplinary 6 2 1,100,000  
年度合計 144 27 15,495,000  

2019 

iCB    
iCMOB    
iPIC    
iODav    
Interdisciplinary 47 2 6,600,000  
年度合計 47 2 6,600,000  

総支給額 83,268,702  
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2.3 JICA が支
援する研
究プロジ
ェクトの
実施を通
じて、
JKUAT / 
PAUSTI
の若手研
究者
（TA、
TF、及び
技術者）
が 30 名
以上、
OJT（実
地研修）
を受講す
る。 

OJT は①イノベーションリサーチ、②短期専門家による研修を通して実施した。①は
上記のとおり、2014～ 19 年の間に 180 件のイノベーションリサーチを実施した。同リ
サーチは複数の研究者による共同研究もあるため、件数は OJT を受けた最低人数とみな
すことができる。また、②短期専門家による研修には合計 166 名（延べ人数）が参加し
た。従って、合計 346 名（延べ人数）に対する研修が実施されたことになる。 

 

表-5 若手研究者に対する研修（2016 年度～2019 年度） 

年度 開催日時 研修タイトル（実施者） 参加者数：属性 

2016 
2017 年 
3 月 15 日～25 日 
（8 日間） 

Technical Operation and 
Maintenance training on CNC 
Milling, 3D Printer and 3D 
Modelling 
（竹歳大樹短期専門家） 

9 名： 
Technologists (Engineering workshop)  

2017 

2017 年 
6 月 29 日～30 日 
（2 日間） 

SAFARI Training on Animal 
care and handling  

8 名： 
Technologists 3 名 
PAUSTI 学生 4 名、JKUAT 修士 1 名 

2017 年 
9 月 13 日～15 日 
（3 日間） 

Training on Assembling of Fume 
Filter using milling machine  
（竹歳大樹短期専門家） 

11 名： 
Technologists (Mechatronics)1 名、 
Technologists (Engineering workshop)4
名、JKUAT 学生 6 名 

2017 年 
9 月 13 日～15 日 
（3 日間） 

Training on how to make gear 
using involute cutter 
（竹歳大樹短期専門家） 

6 名： 
Technologist 3 名、 
Teaching Assistant 3 名  

2017 年 
9 月 13 日～15 日 
（3 日間） 

Training on installation and 
commissioning of laser cutter 
（竹歳大樹短期専門家） 

12 名： 
Technologist 4 名(Engineering workshop) 
Technologist (Mechatronic) 1 名 
JKUAT 学生(Mechatronic Engineering) 6
名、Marine Engineering 1 名 

2017 年 
11 月 30 日～12 月 1 日 
（2 日間） 

SAFARI Training on Animal 
Care and Handling 

14 名： 
Human Anatomy Department 
Technologists 5 名 
JKUAT 修士 4 名 
Teaching Assistant 5 名 

2018 年 
2 月 5 日〜9 日 
（5 日間） 

Training on Digital Fabrication 
Tools and Software 
（青木翔平短期専門家） 

17 名： 
Technologist (Engineering workshop) 

2018 

2018 年 6 月 8 日～9 日 
（2 日間） 

SAFARI Training on Animal 
Handling 

18 名： 
JKUAT and PAUSTI PhD and MSc students 

2018 年 8 月 2 日~3 日 
（2 日間） 

SAFARI Training on Animal 
Handling 

12 名： 
Technologists4 名 
JKUAT and PAUSTI PhD and MSc 
students8 名 

2018 年 
9 月 10 日~14 日 
（4 日間） 

Training on Culture and 
Inoculation of Bacteria Wilt 
（斎藤猛雄短期専門家） 

17 名： 
Technician 1 名 
Dean 1 名 
Lecturer 4 名 
Research Assistant 2 名 
MSc student 8 名 
PhD student 1 名 

2018 年 
9 月 5 日〜12 日 
（5 日間） 

Workshop on Digital 
Fabrication: Mobile robot  
fabrication and programming 
（青木翔平短期専門家） 

14 名： 
Technologist  
(Engineering workshop) 

2019 

2019 年 6 月 24 日 
（1 日） 

PCB design and fabriction 
training 
（青木翔平長期専門家） 

15 名： 
Technologist 

2019 年 
8 月 12 ～16 日 
（5 日間） 

Molecular Biology Training 
9 名 
Technologist, Postgraduate student 
(MSc/PhD) 

2019 年 9 月 4 日 
（1 日） 

PCB design and fabriction 
training 
（青木翔平長期専門家） 

4 名 
Technologist 

  合計 166 名 
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上記の OJT に加え、PAUSTI 学生に対して、研究を始める際に、プロジェクトから研
究初動費として Seed fund を支給した。この資金は直接的な OJT には当たらないもの
の、若手研究者の研修の一環として位置づけられる。合計 302 名の PAUSTI 学生に、総
額 19,742,900Kshs を支給した。 

表-6 PAUSTI学生に対するSeed fund（研究費）支給数と支給金額 

 

 

 

年度 2015 2016 2017 2018 総計 
件数(件) 48 54 82 118 302 
支給額 
(Kshs.) 3.360,000 3,779,900 5,740,000 6,863,000 19,742,900 

【評価判断】 
目標は達成できた。イノベーションリサーチ公募に合わせて年次計画を毎年更新し、中期計画は適宜改訂し

た。イノベーションリサーチでは研究内容を重視した適切な審査によってアフリカに特徴的な研究プロジェ

クトを計180件採択・実施した。また目標人数の30人を大きく超えるJKUAT/PAUSTIの若手教員296名（延べ

人数）が同研究プロジェクトや日本人専門家による研修等を通じてOJTを受講した。 
 

 

3-3 成果３:JKUAT/PAUSTI の研究・実践活動及びその成果がアフリカ内外
の高等教育機関や産業界等に情報発信される 

【成果概要】 
JKUAT/PAUSTI 主催のセミナー等はプロジェクト期間中に 10 回以上、民間企業との共同セミナー等も
年に 2 回以上開催した。 

指 標 成果（詳細） 
3.1 JKUAT / 

PAUSTI が
主催する研
究セミナ
ー、シンポ
ジウム、ワ
ークショッ
プ、会議
を、少なく
とも年 2 回
開催する。 

2014 年以降、JKUAT もしくは、PAUSTI が主催するセミナーは、年 2 回以上（毎
年 5 月に「SRi Conference（Sustainable Research and Innovation）」、11 月に
「Scientific Conference（JKUAT Scientific, Technological and Industrialization 
Conference）」）開催されている。 

SRi Conference は主に工学系の論文発表が中心であり、Scientific Conference は科学
技術全般（農学・工学・理学・情報コミュニケーション技術（ICT）など）の論文や
プロトタイプや製品等の研究成果の発表が中心となっている。これら 2 つのカンフ
ァレンスは、JKUAT 教員、JKUAT/PAUSTI の学生,外部の教員・学生を対象にした研
究発表の場となっているが、産学間連携を模索する取り組みも行った。また、プロ
ジェクトとしては両カンファレンスにおいて、長期・短期専門家等による基調講演
を行い、情報共有・発信を行ってきた。 

表-7 各年度に開催されたカンファレンスと参加者数 

年度 カンファレンス 参加者数(人) プレゼンテーション数(件) 
2014 Scientific 400 85 

2015 
SRi 320 49 

Scientific 220 66 

2016 
SRi 250 42 

Scientific 250 73 

2017 
SRi 250 46 

Scientific 160 67 

2018 
SRi 250 47 

Visualization* 80 35 
Scientific 250 63 

2019 
SRi 250 44 

Scientific 250 44 
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*Visualization カンファレンスは 8 月に実施。 

3.2 民間企業と
の協働セミ
ナーを、少
なくとも年
2 回開催す
る。 

 SRi Conference と Scientific Conference が民間企業と共同で 6 回開催された。また、
研究成果の実用化を促進することを目的に民間企業関係者を招へいして Innovation 
Incubation Seminar を 2018 年より開始し、2018 年には 9 回、2019 年には 3 回開催し
た。加えて、産学連携を促進するために Univerwsity-Industry Linkage Workshop も
2019 年より開催し始めた。 

 民間企業ではないものの、大学間連携活動の一環として、E-JUST の Dr. Ahmed 
Mohamed Rashad Fathel Bab とカントー大学（ベトナム）の Prof. Binh Ly Nguyen によ
る JKUAT/PAUSTI 教員・学生向けのセミナーも開催した。 

【評価判断】 
目標は達成できた。JKUAT もしくは PAUSTI は 2014 年以降、毎年 5 月に SRi Conference（Sustainable 
Research and Innovation）、11 月に Scientific Conference（JKUAT Scientific, Technological and Industrialization 
Conference を主催しており年 2 回以上セミナーを開催している。うち 6 回は民間企業と共同で開催したのに

加え、Innovation Incubation Seminar を 2018 年には 9 回、2019 年には 3 回開催、更に 2019 年からは

Univerwsity-Industry Linkage Workshop も開催し、民間企業との協働セミナーを年 2 回以上の頻度で開催して

いる。セミナー等に参加した組織及び民間企業は 160 以上（延べ数）であった。 

 

3-4 プロジェクト目標: JKUAT/PAUSTI で STI を生み出す学生を輩出する 
【概要】JKUAT / PAUSTI は毎年一定数の新入学生を受入れ、プロジェクトによって整備された研究

環境下で STI のスキルと知識を習得し、学術論文も産出した卒業生を輩出した。 

指 標 成果（詳細） 
1 ラボの機材情報
が定期的に更新
され、必要な機
材や設備は更新
された情報に基
づいて調達・修
理される。 

 プロジェクトの開始から 2017 年まで、JKUAT とプロジェクトチームは、準
備調査で作成されたリストに基づいて機材を調達した。タスクフォースにおい
て、機材メンテナンスのためのシステム構築の必要性が議論され、それらを担
う CeSEM が 2018 年 5 月に正式に JKUAT によって設置され、技官 1 名が配属
された。 

CeSEM は、短期専門家のアドバイスを受け、JKUAT の教員と技官向けの機
材データベースを構築し、各研究室の機材情報管理を可能にし、また、CeSEM
への修理依頼もオンラインできるようにシステムを構築した。修理に関する情
報は、教員と技官のデータベースを通じて共有されるようになっており、
JKUAT の機材の記録と修理情報は、データベース上で定期的に更新されること
が期待されている。 

従って、CeSEM が構築したデータベースにより機材の維持管理・修理も行え
るようになったと言える。 

一方、JKUAT による CeSEM への予算は限定的で、JICA プロジェクト側が、
（JKUAT の代わりに）スペアパーツを購入し供給している状況である。また、
各部門から CeSEM に修理費用を支払うシステムが作られておらず、機材を持続
的に維持・管理し、修理するための課題となっており、次期フェーズにて引き
続き同課題への対応が必要と考える。 

2 JKUAT / 
PAUSTI の研
究者によって
書かれた学術
論文が、アフ
リカ及び海外
の査読付きジ
ャーナルに年

2017 年まで、サブタスクフォースは掲載された論文数を報告しておらず、論
文を取りまとめるシステムも存在しなかった。係る状況下、論文発表実績管理
体制の未整備と研究費支給件数に対する発表論文数の少なさを確認し、これら
課題への対応のために、2018 年 11 月の第 4 回 JCC においてプロジェクトの 1
年間の延長が合意された。  

掲載論文の能力強化向上の活動に焦点を当てた結果、サブタスクフォースに
より、Abstracts of Scientific Publications が 2019 年よりまとめられるようになっ
た。プロジェクト終了時点でのタスクフォース及び PAUSTI の学生によって作
成され査読付きジャーナルに掲載された学術論文数は次のとおり。 
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間 100 以上掲
載される。 

 

 
表-8 タスクフォースとPAUSTIの掲載論文数 

年度 タスクフォース PAUSTI 合計 
2014 21 41 62 
2015 34 22 56 
2016 36 41 77 
2017 30 48 78 
2018 63 90 153 
2019 124 18※ 142 
合計 308 260※  

※PAUSTI 学生により 2019 年度中に産出された論文数は 2019 年 12 月時点の実績であ
り、それに伴い合計数も同時期の実績値。 

 
 

表-9 各サブタスクフォースの掲載論文数 

年度 iCMoB iPIC iCB iCCATS 合計 
2014 6 2 13  21 
2015 12 2 20  34 
2016 14 1 21  36 
2017 22 3 5  30 
2018 12 47 4  63 
2019 12 32 69 11 124 
合計 78 87 132 11 308 

 
上記の表-8 のとおり、査読されたジャーナルに掲載された学術論文数は、

2018 年は 153 件、2019 年は 142 件となり目標指標の 100 件を超えている。 

 なお次表に示すように、PAUSTI 博士課程の卒業生数は当初の想定より少なか
ったものの、PAUSTI の卒業生は卒業前に論文が査読付きジャーナルに掲載され
ている。上記の表-8 に記載している PAUSTI の掲載論文数は下表の卒業生によ
るものである。なお、論文掲載年度と卒業年度は必ずしも一致するものではな
い。 

表-10 PAUSTIの卒業生数 
 
 
 
 
 
 
 

※通常 11 月に行われる JKUAT の卒業式に合わせて PAUSTI 学生も卒業するが、2018 年
度のみ入学時期の都合上、6 月にも卒業生を輩出している。 

 

年度 卒業者数 

2014 55（修士のみ） 
2017 42（修士のみ） 

2018(6 月)※ 46（修士 32、博士 14） 

2018(11 月) 51（修士 46、博士 5） 
2019 114（修士 70、博士 44） 

3 JKUAT / 
PAUSTI が主
催する研究セ
ミナー、シン
ポジウム、ワ
ークショッ
プ、会議に、
80 以上の学術
機関・研究機

達成度：セミナー等に参加した組織及び民間企業は 160 以上（延べ数）であっ
た。JKUAT/PAUSTI が STI 分野におけるアフリカ地域の拠点教育・研究機関と
なるためには、これらセミナーやワークショップを契機に、民間企業との協働
活動（インターンシップや共同研究等）が行われ、JKUAT/PAUSTI の研究成果
がアフリカの地域社会や産業界に広く共有されることが課題となる。 

 JKUAT/PAUSTI が主催する各種セミナーに参加した組織及び民間企業を集計
すると、総数は 160 以上となった。 参加者の数はプロジェクトチームによっ
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関・民間企業
が参加する。 

て記録されたが、参加組織数は記録されていない場合もあり、下表の合計は最
小値となっている。 

表-11 JKUAT / PAUSTI主催セミナー等への参加組織数（2019年11月まで） 

年度 セミナー等の種類 参加組織数 

2014 
短期専門家（本邦大学教員等）による特別セミナー 2 
STI シンポジウム 1 
カンファレンス（SRi） 29 

2015 カンファレンス（SRi, Scientific 等） 30 
ジョイントセミナー 1 

2016 

イノベーション リサーチ発表会 2 
カンファレンス（SRi、メディアアートフェスティバ
ル等） 27 

TICAD VI サイドイベント 4 
短期専門家（本邦大学教員等）による特別セミナー 6 

2017 短期専門家（本邦大学教員等）による特別セミナー 2 
セミナー（PAUSTI 学生対象等） 9 

2018 
短期専門家（本邦大学教員等）による特別セミナー 5 
イノベーション・インキュベーションセミナー 9 
カンファレンス（SRi 等） 7 

2019 産学連携ワークショップ 14 
カンファレンス（SRi, Scientific 等） 12 

合計 160 
 

【評価判断】目標は達成できた。JKUATによって設置されたCeSEMが構築したデータベースにより、ラボ

の機材情報が定期的に更新され、必要な機材や設備は更新された情報に基づいて調達・修理されるようにな

った。ただしCeSEMの継続的な運営資金については課題が残っている。ジャーナル掲載論文数については

プロジェクトの助言で学術論文実績の管理と論文発表の勧奨が始まりAbstracts of Scientific Publicationsがま

とめられるようになった。結果、JKUAT / PAUSTIの研究者による査読ジャーナルに掲載された学術論文数

は、2018年は153件、2019年は142件となり目標の100件を超えた。またJKUAT/PAUSTIが開催したセミナー

等に参加した組織及び民間企業は160以上（延べ数）となり、目標の80機関を大きく超えている。 
 
 
 

3-5 上位目標の達成度の予測 

第1期生は92.7％がアフリカの民間企業や学術機関に雇用されているので指標を達成している。しかし

PAUSTIの学生は、卒業後は就職前にアフリカ各国に戻るため「上位目標：アフリカにおいて科学技術

イノベーション（STI）分野の産業人材が育成される」の達成状況を把握するための卒業後の進路調査

等が難しいという課題があり、達成度の予測は困難である。実際、第2期及び3期生のうち追跡調査で回

答が得られた卒業生については100％が就職しているが、約半数は未回答である。 

第1期生の調査結果は、PAUSTI修士課程から博士課程に進学していた学生の個人的なネットワークを

も利用して、プロジェクト主導で一年以上かけて得た結果である。その後は学生のネットワークを活用

した調査ができなくなっったために、第2期以降の回答が満足に得られていない。5-1-(4)のように、後継

案件においてはPAUSTIに対する追跡調査の助言等を行いながら卒業生の情報収集のサポートを行い、

アフリカにおいて科学技術イノベーション（STI）分野の産業人材が育成されていく状況を確認できる

のが望ましい。また後継案件の上位目標とその指標については事業完了後もデータ収集可能な指標によ

るものに設定することを検討することが推奨される。 
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第 4章 OECD5項目評価基準の観点からの評価 

これまで確認したプロジェクトの実績を、OECDの5項目評価基準（「妥当性」「有効性」「効率性」「イ

ンパクト」「持続性」）の観点から評価した。それぞれの観点について、「高い」「比較的高い」「中程

度」「やや低い」「低い」という5段階の格付け評価を行った。 

4-1 妥当性 

妥当性：「高い」 

中間レビューにおいて妥当性が「高い」と評価されて以降も、ケニア政府の政策文書「Kenya 

Vision2030」における高等教育分野の開発方針や2063年までのアフリカの政治、経済、社会に関する長

期的ビジョン「Agenda2063」を含むアフリカ諸国のニーズに関する政策や優先課題に大きな変化はな

く、また日本の対ケニア政府開発援助（ODA）政策にも変更はないため、妥当性は「高い」。 

(1) ケニアの開発計画や高等教育政策との整合性 

ケニア政府の同国開発に係る政策文書「Kenya Vision 2030」における（高等）教育セクターのビジョ

ンとして「持続的な発展を実現するため、世界的に競争力のある質の高い教育、訓練、研究を行うこ

と」を定めている。また、2063年までのアフリカ地域の政治、経済、社会開発に関する長期的ビジョン

「Agenda2063」を含むアフリカ諸国のニーズにおける政策や優先課題に大きな変化は見られない。従っ

て、本プロジェクトは、同国の教育政策の方向性と整合している。 

(2) 日本の対ケニアへの援助政策との整合性 

PAUホスト国であるケニアに関しては、国別援助方針（2012年4月）では、援助の基本方針（大目

標）として、「持続的な経済・社会の発展の促進」を挙げ、「Kenya Vision 2030」を基に、重点分野

（中目標）の4番目として経済成長のもととなる「人材育成」をあげている他、対ケニア共和国JICA国

別分析ペーパー（2018年3月）でも、「STI人材育成」を重点分野「産業開発」の主要開発課題として位

置づけている。第7回アフリカ開発会議（TICAD VII、2019年8月28～30日）では、アフリカへの重点支

援策として、投資やイノベーションの促進、人材育成が公約として挙げられている。従って本プロジェ

クトはケニアへの日本の政府開発援助政策を具現化するものとなっている。 

(3) 手段としての適切性 

イノベーション創出に向けて、①JKUAT/PAUSTIの研究環境の整備として、施設設備や研究機材の供

与、教員や技官への研修などが行われ、②研究活動の促進として、イノベーション リサーチの実施

や、論文能力の強化が行われた。また、③研究成果の共有や産学連携として、セミナーやカンファレン

スの開催が行われている。施設整備では、iPIC（ものづくり）センターが建設され、施設が活用されて

いる。供与機材は調達され、同時に機材の維持管理、修理体制の構築が進んでいる。予算的制約の多

い、ケニアの大学において、新たな施設・機材の導入により、新たな研究に取組む下地を築いた。ま

た、日本人の短期専門家を招いてのセミナー等実施と同時に、有望なJKUAT/PAUSTI職員や技官の本邦

研修が行われており、能力強化と共に、研究へのモチベーション向上などの効果が見られた。 
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4-2 有効性 

有効性：「比較的高い」 

プロジェクト目標の「JKUAT/PAUSTIにおいてSTIを生み出す学生を輩出する」に対し、「STI分野の

研究環境が整備」されつつあり、「ケニア及びアフリカに特徴的なSTIに繋がる研究活動が実践」され、

また「それら研究活動やその成果がアフリカ内外の高等教育機関や産業界等に発信」されている。他

方、PAUSTI博士課程の修了生数が当初の想定よりも少なかったため、学術論文の年間掲載数達成にはや

や阻害要因となってしまった。したがって、プロジェクトの有効性は「比較的高い」と評価される。 

4-3 効率性 

効率性：「中程度」 

本プロジェクトは、成果を生み出すための、日本側、ケニア側からの投入が適切であり、成果達成に

貢献している。特に、サブタスクフォースとタスクフォースは献身的に活動した。投入のタイミング

も、概ね適切であった。全体的に、プロジェクト活動は概ね計画通りに進み、投入は適切に利用され維

持されている。他方、プロジェクト目標のうち指標1と2の達成と持続性担保のために機材の修理管理・

修理及び学術論文掲載情報収集の能力強化を更に行なう必要があったためにプロジェクトを1年延長し

た。また、研究環境整備とアフリカに特徴的なSTIに繋がる研究活動等の実践を目的に、当初計画に加え

て施設整備（小動物生体実験施設（SAFARI）、ものづくりセンター（iPIC）及び農学部棟（ALB））を

活動の一環として実施したために、実施計画段階のコストと比較して1.2倍程度になっている点を踏まえ

「中程度」と判断した。 

(1) 概ね適切な投入 

プロジェクトの成果を出すための投入はタイミングと量の面で適切であった。日本側からの投入（主

に専門家派遣）は、ほぼ計画通りに実施された。中間評価時点で懸案とされていた工学系の長期専門家

派遣に関しては、プロジェクト期間の延長に伴い実施されている。ケニア側の投入（タスクフォースと

サブタスクフォース、プロジェクトオフィス、関連設備等）は、適切なタイミングで実施された。成果

1では、研究用機材の調達や維持管理、修理が行われたが、調達に関して、各サブタスクフォースのニ

ーズを反映し、本プロジェクト分は完了している。また、施設・設備面の強化は、小動物生体実験施設

（SAFARI）、ものづくりセンター（iPIC）、農学部棟（ALB）のリノベーションを通じて行われた。 

コスト面においては、いずれの活動もプロジェクト目標の達成とプロジェクト後の持続性担保のため

には必要な活動であったと考えられるものの、リノベーションに伴い、またプロジェクト期間の延長に

も伴って、プロジェクト予算は当初計画額から比較すると約1.2倍（当初計画額：8.53億円、評価時協力

額：9.69億円）となっていることから、効率性の評価は「中程度」とした。 

(2) サブタスクフォースとタスクフォース 

ケニア側からの投入として、「サブタスクフォースとタスクフォース」が作られ、プロジェクト実施

の機動力となった。会議が頻繁に開催され、良好なコミュニケーションが行なわれるとともに、活動を

通して教員の意識改革が行われ、プロジェクト後半では研究論文作成が促進された。以上より、費用と

便益の面で効率性を高める要因となったと考えられる。 
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4-4 インパクト 

インパクト：「比較的高い」  

STI分野の高度人材は、JKUAT / PAUSTIから毎年育成されているものの、卒業生の追跡調査には困難

が伴い、PAUSTI卒業生の情報は限定的であるためにそのインパクトを正確に評価することは困難であ

る。第1期生は92.7％がアフリカの民間企業や学術機関に雇用されているので指標を達成していた。第2

期及び3期生のうち追跡調査に回答が得られた卒業生については100％が就職しているが、約半数は未回

答である。他方で、各国において主要大学の学部長になったり、政府機関へ就職したりするなどの実績

がいくつか個別のインタビューを通じて確認された。上位目標と指標については5-1-(4)に後述する。 

(1) PAUSTIの運営と人材輩出 

PAUSTIは2012年に設立され、開校以来、毎年多くの学生を受け入れて修了生も輩出し、修了生のう

ち約80％以上の修了生が就学・就職をしている。卒業後にアフリカ各国において主要大学の学部長にな

った事例や政府機関へ就職した事例がある。また、PAUSTIは他のPAU機関と比較すると応募者数が多

く、年に一回開催されるPAUのLTP会合では他のPAU機関からも日本への支援の要望の声が寄せられる

こともある。これらはプロジェクト活動がプラスの影響を及ぼしたとも考えられる。 

(2) 日本とJKUATの関係強化 

日本は1978年のJKUATの設立から支援を始め、2000年に日本による協力が一旦終了して以降、JKUAT

内での日本の貢献に対する意識が低下していたと中間評価報告書に記されている。また、最近は中国が

農業分野で支援を開始しており、日本の存在感が相対的に低下していたが、本プロジェクト実施によ

り、日本とJKUATの関係が再び強化され、日本の貢献が再評価されつつある。また、本プロジェクトは

アフリカ全土からの大学院学生を対象としていることから、ケニアに加え、アフリカ全土へ裨益するプ

ロジェクトとも言える。 

(3) JKUAT教員の意識改革 

本プロジェクトでは、サブタスクフォース及びその上位組織としてタスクフォースが形成され、自主

的な活動が行なわれ、活動を通じて大学教員自身の意識改革が確認された。具体的には、①研究とその

成果をまとめる論文の重要性、②学際的な研究の重要性、③国際的な視野の認識等が高まった。教員の

プラスの意識改革がJKUAT全学に好影響を及ぼし、更に学生への良い影響が及ぶと考えられる。 

(4) 環境への影響 

プロジェクトは環境保全活動を直接目的としていないが、プロジェクトによる研究結果やイノベーシ

ョンの試作品の一部は、環境を保全するものもある。このようなアフリカ型イノベーションの製品例と

して、「ハイブリッドソーラーバイオマスドライヤー」等があり、ユーザーが必要とするエネルギー量

の削減が期待され、省エネルギーや再生エネルギーの利用を通じて環境にプラスの影響が期待される。 
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4-5 持続性 

持続性：「中程度」 

プロジェクトの持続可能性の見通しは、JKUAT/PAUSTIの制度や政策、財政、技術等さまざまな要因

により判断される。特に財政面では、イノベーションリサーチや機材メンテナンス等に対する予算措置

に関して課題が残り、今後は外部資金の獲得等を通じた財政面での自立が望まれる。 

(1) 制度面での持続性 

学長を始め、プロジェクト関係者が本プロジェクトを高く評価している。具体的には、②日本人専門

家の多岐にわたる活動・サポート体制の充実と質の高さ、②JKUATの研究環境や組織強化を通じた

PAUSTI運営強化につなげる構想、③本邦研修での知識や技術の習得等が挙げられた。日本人専門家と

ケニア人プロジェクト関係者は、JKUATの大学ランキングを向上させることや、研究論文数を向上させ

る意味、イノベーションに係わる研究成果を民間企業と協力して商業化や製品化にすること等の現状を

より発展させることに関し双方に高い意識を持っており、制度面での持続性は高い。 

(2) 財政面の持続性 

本プロジェクトの後継案件として、フェーズ2を実施する計画となっているが、日本の財政的支援は

プロジェクト終了と同時に終わるため、JKUATによる資金確保が求められる。フェーズ2終了までの間

に、プロジェクトが行っている活動を維持する経費確保に向けた対策の検討と予算措置が必要になる。 

(3) 組織面での持続性 

本調査時点で、ケニア側関係者はプロジェクトにオーナーシップを持ち、積極的に関与していること

が確認された。プロジェクト実施の体制は、タスクフォースとサブタスクフォースであり、今後も基本

的にこの体制が維持される予定である。プロジェクト当初、3つのグループであったサブタスクフォー

スは、プロジェクト期間中に紆余曲折はあったものの5つのグループに発展し、機能が更に高まった。

今後は、状況に応じて学際的かつ研究成果の実用化を推進するサブタスクフォースなど、イノベーショ

ンの研究成果を高める組織を加えることで、公正かつ長期的なJKUATの地位及び大学ランキング向上に

つながると考えられる。いずれにしても、プロジェクト終了後も学内での関係が維持され、発展する組

織を形成することが、持続性を高めることにつながる。 
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第 5 章 プロジェクト運営上の課題と解決のための工夫および教訓 
5-1 カウンターパート機関の課題および今後の対応事項、教訓 

(1) 財政の確保あるいは代替策での対応 

JKUAT/PAUSTIが拠点大学としてアフリカ域内のSTI振興を担うべく理工系の高度人材育成・輩出をプ

ロジェクト終了後も持続的に行うには、現在プロジェクトを中心に取り組んでいる活動（特にイノベー

ションリサーチや機材の修理等）を継続するための予算をJKUAT/PAUSTIが独自に確保することが必須

である。その反面で、教育省からの予算配賦は限定的であり、配賦予算のうち管理・運営費の支出が大

きな割合を占めている状況を鑑みると研究費や機材の修理等に必要な予算を学内で確保するには困難を

伴うことが予想される。その場合、外部資金の獲得等の代替策を講じることが求められる。 

(2) 工学系人材の育成 

上記(1)の課題とも関連するが、外部資金の獲得には JKUAT/PAUSTI 教員の研究能力の向上が必須で

ある。長期研修制度や文科省の奨学金制度、E-JUST のアフリカ留学生枠を通じて博士号取得のため長期

研修員を派遣するとともに、博士課程を修了してケニアに帰国した若手教員を中心に JKUAT/PAUSTI に

おける工学系の教育・研究能力の強化に取り組んできたが、彼（女）らの更なる JKUAT における教

育・研究能力強化とそれを通じた工学系の研究基盤強化や産業界やアフリカ域内外の高等教育機関との

ネットワークの形成により一層、注力することが望まれる。また、機材の修理に関しては専門スタッフ

の配置や彼（女）らの専門知識や技術の習得・向上も欠かせない。 

(3) 研究論文に関する情報収集のための体制作り 

論文数は、一般的に大学を評価する重要な要素の 1 つとなっており、その増加は大学の質が向上した

証左として外部の教員が JKUAT/PAUSTI の教員と共同研究や学術交流活動を行う際の判断材料となる。

加えて、PAUSTI の学生による論文は、JKUAT 教員とケニア以外の出身の PAUSTI 学生との論文は国際

共著論文となるが、これらは大学の国際化のレベルを測定する指標にもなる。研究論文数を毎年取り纏

めることは、こうした指標に対応し、大学の質を保障することであり、外部資金の獲得や、人材育成を

行なうために必要なアフリカ域内外の高等教育機関との連携強化にもつながる重要な活動であり、研究

論文数を毎年取りまとめる体制を構築し積極的に公表することが望まれる。 

(4) PAUSTI卒業生の追跡調査に関するフォローアップ 

PAUSTIの学生は、アフリカ全土から学びに来て卒業後は就職前に各国に戻るため、卒業後の進路に

ついての追跡調査が難しい状況である。第1期生の調査結果は、PAUSTI修士課程から博士課程に進学し

てPAUSTI在籍していた学生から同期生を紹介してもらう、学生から同期生にWhatsApp等で直接連絡を

取り確認をしてもらう等の工夫を凝らし、プロジェクト主導で一年以上かけて調査を続け、やっと得ら

れた回答結果であった。第2・第3期ではPAUSTI修士課程修了後に博士課程へ直接進学した学生がおら

ず、また2017年以降、修士課程でPAUからの奨学金を得た学生は博士課程で再度PAUからの奨学金を得

ることができない規定となったためPAUSTI博士課程に進学する学生がおらず、学生の個人的なネットワ

ークに依拠した追跡調査はできなくなってしまったために、第2期以降の回答が満足に得られていない。 



 

24 

上位目標とその指標については事業完了後もデータ収集可能な指標によるものに設定することを検討

するか、定数ではなく定性での評価にすることを考慮することが望ましい。一方で、修了生の就学・就

職状況や帰国後の活躍の様子をアフリカ域内で発信すればJKAUT/PAUSTIの認知度や評価が上昇するこ

とが期待できるので、後継案件や類似案件ではプロジェクトがカウンターパートに対する追跡調査への

助言を行いながら卒業生の情報収集のサポートを行うことが望まれる。 

 

5-2 成果最大化のためにおこなったプロジェクトでの工夫と教訓 

(1) プロジェクト全体の明快なビジョン（戦略）の関係者間における共有の徹底 
プロジェクトチーム及びJKUAT/PAUSTIに対してプロジェクトのロードマップや実施スケジュールを

明示し、プロジェクトの進捗状況に対する認識の共有を通じてケニア側関係者との信頼関係構築を心掛

けた。その結果、全体として高いモチベーションを保ち、ケニア側関係者のオーナーシップが十分に発

揮された。 

(2) プロジェクト実施体制の確立 

本事業ではプロジェクト活動推進のために、各分野（農学・工学・健康科学・コンピューター科学）

の教員や技官で成り立つサブタスクフォースを、サブタスクフォースのうち更にシニアメンバーを中心

に代表数名で構成されるタスクフォースを立ち上げた。サブタスクフォース、タスクフォースともに日

本人専門家も含めた打合せを毎週定期的に開催し、プロジェクト活動の進捗状況の確認やプロジェクト

活動に関する提案等を行なうことで、JKUAT/PAUSTIのオーナーシップをもったプロジェクトへの関わ

りが醸成され、プロジェクト推進の動力、機動力となって有効に機能した。 

 

 
5-3 プロジェクト終了から事後評価まで 
 

プロジェクト終了後も後継案件において以下の点を中心に本プロジェクトの成果をモニタリングする。 

 イノベーションリサーチと研究活動の推進、そのための財源状況 

 工学分野の教育・研究能力の強化（iPICによる論文数等） 

 PAUSTI卒業生の進路状況 

 産業界とのネットワークや連携の深化・促進の状況 
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第 6 章 合同調整委員会開催記録 
 当プロジェクト期間中に合計 5 回 JCC を開催した。各会の開催日と主な議事内容は以下のとおり。な

お、詳細な議事録については別添の Annex.3 を参照されたい。 

回数 開催日 主な議事内容 

第 1 回 2015 年 11 月 5 日  プロジェクトの概要（目標・成果・活動内容等）の説明 

 2014 年 6 月（プロジェクト開始時）～2015 年 10 月の各サブタスクフォ

ースにおける成果・活動内容および今後の活動計画に関する報告 

 PAUSTI 最新状況の報告 

 今後のプロジェクト活動に関する提案 

 PDM および PO の承認 

第 2 回 2016 年 11 月 22 日  プロジェクト活動の進捗状況および成果の報告 

 2015 年 11 月～2016 年 10 月の各サブタスクフォースにおける成果・活動

内容および今後の活動計画に関する報告 

 PAUSTI 最新状況の報告 

 中間レビュー調査の結果報告およびミニッツの署名 

第 3 回 2017 年 11 月 21 日  プロジェクト活動の進捗状況および成果の報告 

 2016 年 11 月～2017 年 10 月の各サブタスクフォースにおける成果・活動

内容および今後の活動計画に関する報告 

 PAUSTI 最新状況の報告 

 ものづくりセンター（iPIC）及び小動物実験等（SAFARI）およびプロジ

ェクト開始時～2017 年 10 月に調達した機材のハンドオーバー 

第 4 回 2018 年 11 月 22 日  プロジェクト活動の進捗状況および成果の報告 

 2017 年 11 月～2018 年 10 月の各サブタスクフォースにおける成果・活動

内容および今後の活動計画に関する報告 

 PAUSTI 最新状況の報告 

 プロジェクトの一年間の延長に係る協議と合意 

第 5 回 2019 年 11 月 20 日  5 年間のプロジェクトによる投入、活動および成果の総まとめ 

 各サブタスクフォースにおけるアフリカ型イノベーションの成果、産業

界との連携および研究成果の普及（実用化）に関する報告 

 PAUSTI 最新状況の報告 

 修了時評価調査およびフェーズ２詳細計画策定調査の結果報告 

 国内支援委員長による 5 年間の総括 
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【別紙】 

1． 長期専門家リスト 
2． 短期専門家リスト 
 

【別添】 

Project Completion Report  
[Annex] 

1. Plan of Operation（PO） 
2. 供与機材リスト 
3. JCC 議事録 
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別紙１ 長期専門家リスト 

 

当プロジェクトにおける長期専門家派遣実績（指導分野・派遣期間・専門家氏名・業務概要）は以下の通り。 

 

 指導分野 派遣期間 専門家氏名 業務概要 

1 

チーフアドバイザー 

2014年6月 
～2018年4月 角田 学 

 プロジェクト運営管理全般に関する企画・計
画立案、実施促進 
 相手国機関や国内支援委員、その他関係者と
の定期的な意見交換を行う 
 (業務調整専門家が行う)公金管理、物品管理、
事務・会計・庶務の状況把握及び計画的な執
行促進 
 プロジェクト運営に支障となる事項発生時の
相手国、日本大使館、JICA事務所等との解決 
 (必要に応じて)AUやAUCとの連絡・調整・協
議 

2 2018年4月 
～2020年6月 小疇 浩 

3 農学教育・研究 2014年6月 
～2019年6月 塩見 慎次郎 

 農学系教育・研究活動の改善・活性化 
 農学系の教育・研究用機材の運用体制整備 
 アフリカ内外との学術交流促進 
 ワークショップ修繕等に関する技術的な助言 

4 業務調整 2014年6月 
～2017年5月 田中 規明 

 プロジェクト実施体制・環境の整備 
 プロジェクト運営・管理の補佐 
 プロジェクト活動経費運用・管理 

5 
業務調整/情報コミュ
ニケーション技術
(ICT) 

2017年5月 
～2019年6月 小田 祥子 

 プロジェクト運営・管理の補佐 
 プロジェクト活動経費運用・管理 
 プロジェクトに関する積極的な広報業務の実
施、JKUAT 及びプロジェクト 

 ウェブサイトを通じた効果的な情報発信の実
施 

 広報用素材の作成（Brochure, Roll Up banner, 
Research profile 等） 

 JKUAT/PAUSTI に関する機材のデータベース
化、維持・管理に関する助言・支援 

6 工学教育/業務調整 2019年5月 
～2020年6月 青木 翔平 

【工学教育】 
 工学系教育・研究活動の改善・活性化 
 工学系の教育・研究用機材の運用体制整備 
 アフリカ内外との学術交流促進 
【業務調整】 
 プロジェクト運営・管理の補佐 
 プロジェクト活動経費運用・管理 
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別紙 2  短期専門家リスト 

6 年間のプロジェクト期間中に合計 58 名（延べ数）の短期専門家が派遣され、JKUAT/PAUSTI において研

究・技術指導やセミナーを実施した。年度毎の短期専門家派遣実績は以下のとおり。 

 

【2014 年度】 

  専門家氏名 所属機関 備考 

1 大澤克幸 教授 鳥取大学  

2 三浦 政司 助教 鳥取大学  

3 桝田 正治 教授 岡山大学  

4 森田 潔 学長 岡山大学  

5 小疇 浩 教授 帯広畜産大学  

6 下村 博司 氏 NHK インターナショナル  

7 なかいこうじ 氏 NHK インターナショナル 1 回目 

8 なかいこうじ 氏 NHK インターナショナル 2 回目 

9 中川博次 京都大学名誉教授  20 周年記念式典出席 

10 岩佐順吉 岡山大学名誉教授  20 周年記念式典出席 

11 副井裕 鳥取大学名誉教授  20 周年記念式典出席 

12 久保 康隆 教授 岡山大学 20 周年記念式典出席 

13 奥田潔 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

14 久保 康隆 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

15 坂本 亘 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

16 一瀬 勇規 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

17 齊藤 邦行 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

18 鈴木 信弘 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

19 田中 義行 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

20 谷 明生 准教授 岡山大学 JSPS 科研費 

 

【2015 年度】 

  専門家氏名 所属機関 備考 

1 田中 久隆 教授 鳥取大学 教員自身の研究費 

2 岡田 晃 教授 岡山大学  

3 田村 篤敬 准教授 鳥取大学  

4 赤尾 尚洋 助教 鳥取大学  

5 大澤克幸 教授 鳥取大学  

6 田中 義敏 教授 東京工業大学  

7 三浦 政司 助教 鳥取大学  

8 小疇 浩 教授 帯広畜産大学  
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  専門家氏名 所属機関 備考 

9 木村 亮 教授 京都大学  

10 神崎 浩 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

11 久保 康隆 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

12 坂本 亘 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

13 鈴木 信弘 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

14 Ian GALIS 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

 

【2016 年度】 

  専門家氏名 所属機関 備考 

1 Dr. Ahmed Mohamed Rashad Fathel Bab E-JUST 第三国専門家 

2 萩原 篤 教授 長崎大学  

3 谷 昌幸 教授 帯広畜産大学  

4 Dr. Ahmed Mohamed Rashad Fathel Bab E-JUST 第三国専門家 

5 森田 潔 学長 岡山大学 JSPS 科研費 

6 佐藤 健治 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

7 久保 康隆 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

8 坂本 亘 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

9 Prof. Ivan GALIS 岡山大学 JSPS 科研費 

10 西野 直樹 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

11 後藤 丹十郎 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

12 谷 明生 准教授 岡山大学 JSPS 科研費 

13 田中 義行 教授 岡山大学 JSPS 科研費 

14 はやかわ みどり氏 岡山大学 JSPS 科研費 

15 小疇 浩 教授 帯広畜産大学 中間レビューに参加 

16 木村 亮 教授 京都大学 中間レビューに参加 

 

【2017 年度】 
 専門家氏名 所属機関 備考 

1 小出 隆夫 教授 鳥取大学  

2 三浦 政司 助教 鳥取大学  

3 竹歳 大樹 技術職員 鳥取大学  

4 小山田耕二 教授 京都大学  

5 青木 翔平 特任助教 慶應義塾大学  

 

【2018 年度】 
 専門家氏名 所属機関 備考 

1 岡本 康寛 准教授 岡山大学  
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2 齊藤 猛夫 博士 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構  

3 青木 翔平 特任助教 慶應義塾大学  

 

【2019 年度】 

 プロジェクト予算の都合上、2019 年度は短期専門家の受入れは行なわなかった。 
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